
も
く
じ

● 2 ～ 3 Ｐ
　 安全神話の崩壊
人命軽視の原発はただちに廃止を！

　暮らしの中の法律相談
● 4 ～ 5 Ｐ
　 お弁当見せてください！
● 6 ～ 7 Ｐ
　時には音楽
　トークプラザ
　Hobby Book

楽しい時もつらい時も

みんないっしょに頑張っています！

京都民医労伏見支部

　京都民医労伏見支部は、地下鉄竹
田駅の西にある京都城南診療所で働
く、常勤職員と非常勤職員33名で組
織されている組合です。1996年に
京都城南診療所が京都民医連に加盟
したことにより、それまでの職員組
合が京都民医労伏見支部として生ま
れ変わりました。
　伏見支部の特徴は、非常勤職員が
構成員の約３割をしめるということ
です。そしてもう一つ、健診業務に
携わっている職員が３分の２以上だ
ということです。そのため、健診の
繁忙期には一堂に集うことが出来な
いのが悩みの種です。そんな事情か
ら、組合員の親睦と交流を深める企
画に力を入れています。（そんな訳で
写真がたった５人でゴメンなさい。）
　小さな組織ですが、組合員の力に
依拠し、組合員が主人公の活動を展
開していけるよう、これからも奮闘
します！
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建
物
賃
貸
借
の
契
約
更
新
の

際
に
一
定
の
金
銭
の
支
払
い

を
求
め
る
﹁
更
新
料
﹂
や
、契
約
終
了
時

に
敷
金
か
ら
一
定
額
を
差
し
引
こ
と
を

予
め
決
め
て
お
く
﹁
敷
引
特
約
﹂
に
つ

い
て
、
い
ず
れ
も
有
効
と
す
る
最
高
裁

判
決
が
出
た
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
ど

う
い
う
判
決
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

建
物
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る

「
更
新
料
」
に
つ
い
て
は
、消

費
者
の
利
益
を
一
方
的
に

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
消

費
者
契
約
法
10
条
に
違
反

す
る
と
し
て
争
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
阪

高
裁
で
、
有
効
と
す
る
判

断
と
無
効
と
す
る
判
断
が

そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
７
月
15
日
、

最
高
裁
の
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
高
裁
は
、「
賃
貸
借
契
約
書
に
一

義
的
か
つ
具
体
的
に
記
載
さ
れ
た
更
新

料
条
項
」
は
原
則
有
効
で
あ
り
、「
更

新
料
の
額
が
賃
料
の
額
，
賃
貸
借
契
約

が
更
新
さ
れ
る
期
間
等
に
照
ら
し
高
額

に
過
ぎ
る
な
ど
の
特
段
の
事
情
」
が
あ

る
場
合
に
限
り
無
効
と
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
家
賃

３
万
８
０
０
０
円
、
１
年
更
新
、
更
新

料
７
万
６
０
０
０
円
と
い
う
当
該
事
案

に
つ
い
て
、
高
額
に
過
ぎ
る
と
は
言
え

な
い
と
し
て
、
有
効
と
判
断
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
敷
引
特
約
」
の
効
力

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
消

費
者
契
約
法
10
条
違
反
に
よ
り
無
効
と

す
る
地
裁
・
高
裁
判
決
が
多
数
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
高
裁
は

昨
年
３
月
24
日
、
特
約
は
原
則
と
し
て

有
効
で
あ
り
、「
当
該
建
物
に
生
ず
る
通

常
損
耗
等
の
補
修
費
用
と
し
て
通
常
想

定
さ
れ
る
額
，
賃
料
の
額
，
礼
金
等
他

の
一
時
金
の
授
受
の
有
無

及
び
そ
の
額
等
に
照
ら
し
，

敷
引
金
の
額
が
高
額
に
過

ぎ
る
と
評
価
す
べ
き
も
の

で
あ
る
場
合
に
」
限
り
無

効
に
な
る
と
判
断
し
ま
し

た
。

い
ず
れ
の
判
決

も
、
一
応
有
効

と
の
判
断
を
示
し
た
も
の
の
、
高
額
に

過
ぎ
る
場
合
に
は
無
効
と
す
る
も
の
と

し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
個
別
の
ケ
ー
ス

ご
と
に
上
記
基
準
に
照
ら
し
て
判
断
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
場
合
に
お
い
て
高
額
に
過
ぎ
無
効
と

な
る
の
か
は
、
今
後
の
下
級
審
に
お
け

る
判
断
の
積
み
重
ね
に
よ
る
と
こ
ろ
と

な
り
ま
す
。

�

弁
護
士　
　

藤
井　

豊

私
の
生
い
立
ち
と

労
働
組
合
と
の
出
会
い

　

私
は
、
１
９
４
９
年
に
被
爆
二
世
と
し
て

広
島
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
呉
工
業
高
専
で

電
気
工
学
を
学
び
、
１
９
７
０
年
に
長
岡
京

市
に
あ
る
バ
ッ
テ
リ
ー
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

メ
ー
カ
ー
の
日
本
輸
送
機
に
就
職
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
の
で
、
入
社
と
同
時

に
自
動
的
に
労
働
組
合
員
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
は
、
巻
取
機
の
製
作

部
署
で
し
た
。
職
場
委
員
や
執
行
委
員
を
務

め
、
働
き
初
め
て
７
年
目
に
、
労
働
組
合
の

専
従
書
記
長
と
な
り
、
定
年
退
職
ま
で
の
足

か
け
32
年
を
組
合
活
動
一
筋
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

会
社
が
受
注
し
た

原
発
関
連
の
仕
事

　

会
社
の
経
営
問
題
で
も
、
労
働
組
合
と
し

て
も
企
業
の
経
営
に
つ
い
て
提
言
を
出
し
た

り
し
て
、
職
場
を
守
る
運
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
当
時
、
会
社
か
ら
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
へ
の
受
注
が
決
ま
っ
た

と
、労
組
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。原
発
か
ら

出
る
低
線
量
の
放
射
性
廃
棄
物
を
ド
ラ
ム
缶

に
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ド
ラ
ム
缶
を

保
管
倉
庫
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ト
ン
ネ
ル

状
の
倉
庫
）
の
中
で
搬
送
す
る
無
人
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

昨
年
３
月
11
日
に
起
き
た
、
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
。
そ
し
て
そ
の
直
後
に
起

き
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
１
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

未
だ
に
収
束
の
目
処
さ
え
見
え
な
い
、
原
発
事
故
。
原
発
に
つ
い
て
、
労
働
組
合
が

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
原
発
関
連
の
仕
事
に
従
事
す
る
に
あ
た
っ
て
、
労
働
組
合
が
労
働
者
の
被
曝

防
止
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
ん
だ
経
験
を
お
持
ち
の
、
米
重
節
男
さ
ん
（
元
日
本
輸

送
機
労
組
書
記
長
）
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

受
注
が
決
ま
っ
た
１
９
８
１
年
は
、
ア
メ
リ

カ
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
が
起
き
た

直
後
で
し
た
。
ま
た
、
各
地
の
原
発
の
炉
心

で
働
く
末
端
作
業
員
の
こ
と
が
、「
原
発
ジ
プ

シ
ー
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

ろ
で
し
た
。

原
発
関
連
の
仕
事
に

対
す
る
労
働
組
合
の
対
応

　

原
発
へ
の
受
注
を
し
た
こ
と
で
労
働
組
合

と
し
て
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
は
、

危
険
だ
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
よ
う
に
会
社

に
言
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
営
利
企
業
で
す

か
ら
巨
額
の
売
上
げ
と
も
う
け
を
前
に
、「
そ

ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
経
営
者
の

態
度
と
企
業
内
労
組
の
限
界
も
あ
り
、
妥
協

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
労
働
組
合
は

現
地
で
働
く
労
働
者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
に
努
力
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
敦
賀
原
発

で
働
く
下
請
け
作
業
者
が
労
働
組
合
を
作
っ

た
と
報
道
さ
れ
た
の
で
、
そ
こ
を
訪
問
し
て

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
原
発
で
の
仕
事
で
、

具
体
的
に
労
働
者
の
安
全
対
策
に
は
何
が
重

要
な
の
か
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、す
で
に
原

子
炉
用
の
バ
ル
ブ
（
弁
）
を
納
入
し
て
い
る

同
じ
産
別
の
労
組
に
も
話
を
聞
き
に
行
き
ま

し
た
。
調
査
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
し
て
、

会
社
に
労
働
組
合
か
ら
協
定
案
を
提
案
し
て

労
使
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
ず
っ
と
後
に
判

明
し
た
の
で
す
が
、
当
時
は
世
間
で
も
原
発

に
関
す
る
情
報
を
持
つ
人
は
余
り
い
な
い
の

が
普
通
で
、
会
社
は
原
発
で
の
労
働
と
被
曝

防
止
協
定
案
に
つ
い
て
、
判
断
す
る
材
料
も

基
準
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

で
労
組
提
案
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
協
定
で
は
、労
働
者
の

放
射
線
被
曝
線
量
の
規
制
値
、
管
理
区
域
に

入
る
回
数
や
労
働
時
間
の
基
準
、
年
齢
制
限

や
本
人
同
意
、
危
険
手
当
や
災
害
補
償
等
に

つ
い
て
基
準
を
定
め
ま
し
た
。
危
険
な
原
発

安
全
神
話
の
崩
壊

人
命
軽
視
の
原
発
は
た
だ
ち
に
廃
止
を
！

現
場
で
少
し
で
も
危
険
を
回
避
し
、
安
全
に

労
働
す
る
一
定
の
条
件
整
備
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
放
射
線
被
曝
防
止
協
定
を
締
結
し

た
結
果
、発
注
元
の
東
京
電
力
か
ら
は
「
こ
の

よ
う
な
し
っ
か
り
し
た
安
全
対
策
を
持
っ
て

い
る
会
社
に
は
、
安
心
し
て
仕
事
を
任
せ
ら

れ
る
」
と
お
墨
付
き
を
も
ら
い
ま
し
た
。
他

社
で
は
こ
の
よ
う
な
対
策
は
取
っ
て
い
な
い

よ
う
で
、
安
全
神
話
の
前
に
原
発
に
お
け
る

労
働
の
危
険
性
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

証
明
だ
と
言
え
ま
す
。
そ
の
後
、
柏
崎
、
玄

界
、
伊
方
、
志
賀
、
泊
、
浜
岡
な
ど
の
原
発
へ

の
仕
事
を
受
注
し
、
六
个
所
村
ま
で
納
入
し

て
い
ま
す
。
危
険
な
原
発
関
連
の
仕
事
で
発

注
元
か
ら
褒
め
ら
れ
て
仕
事
が
回
っ
て
く
る

と
い
う
の
は
、
何
と
も
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。

原
発
は
ま
さ
に

「
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
」

　

こ
こ
に
70
年
代
に
出
さ
れ
た
百
科
事
典
が

あ
り
ま
す
。
原
発
の
項
目
を
見
る
と
、
き
れ

い
な
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
で
科
学
の
最
先
端
、
明

る
い
未
来
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

原
発
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
良
く

知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
が
関

わ
っ
た
当
時
、
原
発
は
「
ト
イ
レ
な
き
マ
ン

シ
ョ
ン
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
放
射
性

廃
棄
物
の
処
理
方
法
が
な
く
、
原
発
の
寿
命

は
30
年
だ
が
、
30
年
先
に
は
処
理
方
法
が
開

発
さ
れ
る
と
見
切
り
発
車
し
て
、
垂
れ
流
し

て
い
た
の
で
す
。
す
で
に
30
年
以
上
た
ち
ま

す
が
未
だ
に
処
理
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
81

年
の
労
使
協
定
は
今
で
も
通
用
す
る
と
実
感

し
ま
す
。
原
発
の
廃
炉
に
し
て
も
同
じ
で
す
。

東
海
村
原
発
が
廃
炉
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

を
使
っ
て
今
か
ら
解
体
技
術
を
開
発
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
原
発
で
儲
け
る
こ
と
だ

け
を
考
え
て
、
予
測
さ
れ
た
危
険
性
に
つ
い

て
は
何
一
つ
ま
と
も
に
考
え
よ
う
と
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。

原
発
事
故
で

改
め
て
感
じ
た
こ
と

　

私
は
柏
崎
原
発
の
炉
心
の
上
ま
で
見
学
し

ま
し
た
。
電
力
会
社
の
労
組
と
友
好
関
係
に

あ
っ
た
労
働
組
合
団
体
の
研
修
会
で
し
た
。

そ
の
時
の
見
学
で
は
幾
重
に
も
安
全
対
策
が

取
ら
れ
、
放
射
能
を
閉
じ
込
め
て
い
る
こ
と

が
強
調
し
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
見

学
し
て
、
そ
れ
だ
け
厳
重
な
管
理
が
必
要
な

原
発
は
大
変
危
険
な
物
だ
。
廃
棄
物
の
処
理

が
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
は
や
め
る
べ
き
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。
今
回
の
事
故
で
改
め
て
そ

れ
を
痛
感
し
ま
す
。
人
が
倒
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
し
か
成
り
立
た
な
い
原
発
は
直
ち
に

中
止
す
る
べ
き
で
す
。
私
も
こ
の
経
験
を
も

と
に
、
地
元
向
日
市
で
脱
原
発
の
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

更新料と敷金に関する
最高裁判決について
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見せてください
春、お弁当をもってどこかにピクニックしたい季節。しかし、私たちには仕事が…。と
いうわけで職場でどんなお弁当を食べているのかお聞きしました。「出費を抑えるため
のお弁当」「健康のためのお弁当」「子どものついでのお弁当」などなどお弁当の裏に
はドラマがありました。みなさんのお昼はどんなですか？　ご協力いただきましたみ
なさん、ありがとうございます。

◦�塩分少なく美味しく煮物などを作るにはちゃ
んと出し汁を作りましょう。

◦�塩を入れると玉ねぎを短時間で茶色く炒めら
れます。

◦�ステーキの肉を焼くときは焼く30分前位に
冷蔵庫から出し室温に戻しておきましょう。
熱いフライパンに冷たい肉を入れると焦げや
すいのでご注意ください。

お 弁 当

料理
ワンポイント

妻が丹精込めて毎日作ってくれる弁当です。冷凍食

品をあまり使わず、野菜と魚がたくさん入っています。

財布と身体に優しい弁当です。

京都民医労東支部　甲田賢太郎さん
久しぶりのお弁当でした。 子どもがお弁当をつくっている横で、

僕も自分のをつくって詰めています。 子どもの残りも全部入れま

す（ ^^;）。 こだわりは、あまりありませんが、質も、量もです。

＊追伸。 いつも楽しく MESO を読んでいます。 労働組合は、

かたーい感じしますが、 MESO は楽しいです。 6000 部発

行しているとか。 京都府内で 6000 部を発行している医療業

界紙はないと思うので、 そういう意味でも大事ですね。 頑張っ

てください（ ^^） /~~~

匿名希望　53歳・男

最近、 幼い子供達が少し落ち着いてきた

ので、 時々ですが、 弁当作りを再開して

います。 夜、 帰宅が遅くなる夫が少しで

も満足できる様に詰め込んでいます。

民医労西支部　坂田真由美さん

お酒とともに夕食を楽しみたい私は、 一日の摂取カ

ロリーを抑えるために、 お昼は先輩から「 ジャング

ルサラダ」 と命名された山盛りの野菜とご飯軽く一

膳とおじゃこや納豆にしています。「 ジャングルサラ

ダ」はキッチンペーパーにくるんで持ってきています。

第二日赤労働組合　村岡敬子さん

毎日４つお弁当を作ってます。 特

に中１の息子のお弁当は私の倍の

大きさで味噌汁付きです。 卵焼

きは欠かせません。

第二日赤労働組合　山口利香さん

2012.春号　No.173 42012.春号　No.1735



171号の正解は「めんたいこ」でした。
正解は以下の方に図書カードをお送りします。
立神真知子（京都民医労東支部）、炭谷　貢（民医労西支部）、
尾上八重子（福知会もみじヶ丘病院労働組合）
若田　哲史（民医労上京支部）、内藤　雄治（丹後中央病院労働組合）

送り先＝〒604-8854　京都市中京区壬生
　　　仙念町30-2�労働会館6Ｆ・京都医労連
FAX・Email可＝075-811-6170
� irouren@labor.or.jp
締切＝�６月30日消印有効（官製ハガキか、

FAX・メールで組合名も忘れずに）
発表＝175号
賞品＝正解者のうち抽選で5人の方に1,000
　　　円分の図書カードをお送りします。

パズルコー ナー の 5 文字を 1 つの言葉（単語）にしてください。
　　＊ヒント「全国名産品シリーズ」

パズルのこたえ

紙面についてのご感想・
ご意見・職場の話題

氏名

組合名

1

6 7 8

9 10

1413

1211

15 16 17

18

2 3 4

5

　〔
た
て
の
カ
ギ
〕

① 

陽
子
の
数
が
同
じ
で
、
中
性
子
の
数

が
異
な
る
原
子
核
を
も
つ
原
子
。

② 

古
代
ロ
ー
マ
時
代
に
は
、
ま
だ
存
在

し
な
か
っ
た
数
字
で
す
。

③ 

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
と
の
違
い

は
、
ビ
ン
の
中
で
２
度
目
の
発
酵
を

さ
せ
て
い
る
か
で
す
。
も
ち
ろ
ん
原

産
地
も
!!

④ 

ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
、
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
、

ガ
ビ
ア
ル
と
言
え
ば
。

⑥
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
棒
。

⑧ 

参
加
す
る
事
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
こ
の
色
の
メ
ダ
ル
は
称
讃
に

値
し
ま
す
。

⑩ 

橋
や
神
社
の
欄
干
や
手
す
り
の
柱
の

上
に
取
り
付
け
ら
れ
た
飾
り
で
す
。

⑫ 
敦
賀
原
発
の
原
子
炉
建
屋
の
２
０
０

ｍ
の
距
離
に
活
○
○
○
○
が
走
っ
て

い
ま
す
。
と
て
も
危
険
で
す
。

⑭ 

４
月
８
日
の
花
祭
は
、
誰
の
お
誕
生

日
で
す
か
？

⑯ 

世
に
広
ま
る
こ
と
。
広
く
知
れ
渡
る

こ
と
。

⑰
脳
卒
中
の
ド
イ
ツ
語
の
略
で
す
。

　〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

① 

完
全
に
崩
れ
た
の
に
原
発
の
再
稼
働

な
ん
て
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
近
い
所
。
か
た
わ
ら
。

⑦ 

京
都
、
大
阪
、
滋
賀
、
兵
庫
、
奈
良
、

和
歌
山
、
三
重
、
と
言
え
ば
。

⑨
県
庁
所
在
地
は
宇
都
宮
市
で
す
。

⑪ 

１
９
７
２
年
に
初
め
て
日
本
に
来
た

の
は
、
リ
ン
リ
ン
と
ラ
ン
ラ
ン
で
す
。

⑬ 

慶
応
４
年
１
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

維
新
政
府
軍
と
旧
幕
府
派
と
の
間
で

行
わ
れ
た
内
戦
で
す
。
何
戦
争
と
い

い
ま
す
か
？

⑮ 

カ
ル
ト
宗
教
で
サ
リ
ン
を
ば
ら
ま
い

た
オ
ウ
ム
真
理
教
の
バ
ッ
ジ
。

⑰ 

風
鎮
漬
、
あ
か
牛
、
ら
く
だ
山
と
言

え
ば
。

⑱
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
医
術
。

クロスワード毎月たのしいです。
� 高橋　絵利沙（京二）

　本屋さんに行くと何とかの１位ですぐに
買ってしまいます。「風が強く吹いている」を
買ってしまいました。感動して、しばらくは
私の頭の中は箱根駅伝でいっぱいでした。そ
して、ついにランニングシューズを買いそう
です。� 重田　洋子（第二日赤）

　私たちのHPでは、看護師不足による病床数の縮
小の危機がせまっています。なんとしても、この
情況を打開し、医療をまもらなくてはなりません。
あらゆるつながりを求め、情報を集中し、看護師
確保の為、力をつくそうではありませんか。
� 山元　和夫（民医労東支部）

　

ニ
ュ
ー
・
ヤ
ー
ド
・
バ
ー
ズ
の
メ

ン
バ
ー
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
プ
ラ
ン

ト
（
Vo
）、
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
（
Gu
）、

ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

（
Ba
）、
ジ
ョ
ン
・
ボ
ー
ナ
ム
（
Drs
）、

こ
の
４
人
で
あ
る
。
バ
ン
ド
の
契
約

上
、
ニ
ュ
ー
・
ヤ
ー
ド
・
バ
ー
ズ
を

名
乗
っ
て
い
た
彼
ら
は
、
契
約
が
切

れ
る
と
新
た
な
バ
ン
ド
名
を
、
レ
ッ

ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
と
す
る
こ
と
に

し
た
。
彼
ら
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ

ム
「
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
」
を
作

成
し
、１
９
６
８
年
12
月
26
日
、ア
メ

リ
カ
の
デ
ン
バ
ー
か
ら
、
真
剣
勝
負

の
北
米
ツ
ア
ー
を
開
始
し
た
。
レ
ッ

ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の
怒
濤
の
快
進

撃
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の
ラ
イ

ブ
は
全
米
各
地
で
話
題
騒
然
と
な
る
。

彼
ら
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
当
時
、ビ
ー
ト

ル
ズ
や
ス
ト
ー
ン
ズ
を
始
め
と
し
た

数
多
く
の
バ
ン
ド
が
活
動
し
て
い
た

が
、
そ
れ
ら
の
バ
ン
ド
の
音
と
は
明

ら
か
に
違
う
大
音
量
で
圧
倒
的
に
迫

り
来
る
サ
ウ
ン
ド
、そ
こ
が
今
ま
で
の

ロ
ッ
ク
と
は
明
ら
か
に
違
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
彼
ら
が
文
字
通
り
全
身
全

霊
を
込
め
て
織
り
な
す
演
奏
に
対
し

て
、
多
く
の
聴
衆
た
ち
が
熱
い
支
持

と
共
感
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
新
た

な
ロ
ッ
ク
の
歴
史
の
幕
開
け
で
あ
る
。

　

デ
ビ
ュ
ー
以
後
の
彼
ら
の
足
跡
を

点
描
す
る
こ
と
に
す
る
。

１
９
６
９
年
：
３
回
に
わ
た
る
北
米

ツ
ア
ー
を
は
じ
め
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス

カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
、
フ
ラ

ン
ス
で
の
ツ
ア
ー
を
行

う
。
ア
ル
バ
ム
「
レ
ッ

ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
Ⅰ
」

が
１
月
12
日
に
発
売
さ

れ
る
。
こ
の
年
の
７
～

８
月
に
か
け
て
２
度
目

の
北
米
ツ
ア
ー
を
行
い
、

「
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ

リ
ン
Ⅱ
」
が
10
月
22
日

に
発
売
さ
れ
る
が
、
予

約
だ
け
で
40
万
件
に
な

る
。
こ
の
ア
ル
バ
ム
に

は
彼
ら
を
代
表
す
る
名

曲
「
胸
い
っ
ぱ
い
の
愛

を
」
が
収
録
さ
れ
、
シ
ン
グ
ル
盤
が

全
米
４
位
と
な
り
、
ア
ル
バ
ム
Ⅱ
は

遂
に
全
米
１
位
に
輝
く
。

１
９
７
０
年
：
イ
ギ
リ
ス
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、北
米
と
ツ
ア
ー
を
行
う
。ア
ル
バ

ム
Ⅰ
、
Ⅱ
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ

リ
カ
で
第
１
位
と
な
り
、
２
枚
の
ア

ル
バ
ム
売
り
上
げ
枚
数
が
４
０
０
万

枚
と
な
る
。
６
月
28
日
の
バ
ー
ス
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
15
万
人
の

前
で
演
奏
を
行
う
。
こ
の
年
の
10
月

５
日
に
は
、「
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ

ン
Ⅲ
」
が
発
売
さ
れ
る
。
こ
の
ア
ル

バ
ム
の
冒
頭
の
曲
「
移
民
の
歌
」
が
、

イ
ギ
リ
ス
で
３
週
連
続
１
位
、
ア
メ

リ
カ
で
４
週
連
続
１
位
に
輝
く
。

　

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
は
デ

ビ
ュ
ー
１
年
わ
ず
か
で
、
北
米
ツ

ア
ー
６
回
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
で
ツ
ア
ー
を
行
い
、
世
界
各
地

に
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
旋
風
を
巻
き
起
こ

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て

大
き
く
な
っ
た
彼
ら
に
も
気
が
か
り

な
こ
と
が
あ
っ
た
。そ
れ
は
、最
大
の

ロ
ッ
ク
市
場
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
制

覇
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
母
国
イ
ギ

リ
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
冷
や
や

か
な
反
応
、
評
価
で
あ
っ
た
。
最
初

の
北
米
ツ
ア
ー
終
了
後
、
母
国
イ
ギ

リ
ス
に
凱
旋
し
た
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス

ツ
ア
ー
を
行
う
が
、
そ
の
時
の
ギ
ャ

ラ
は
最
高
で
も
１
４
０
ポ
ン
ド
（
当

時
の
レ
ー
ト
で
12
万
円
強
）
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
年
３

度
目
の
北
米
ツ
ア
ー
で
訪
れ
た
８
月

31
日
の
ダ
ラ
ス
公
演
は
、
当
時
と
し

て
は
最
高
額
の
１
万
３
，０
０
０
ド

ル（
当
時
の
レ
ー
ト
で
４
６
８
万
円
）

で
あ
っ
た
。
母
国
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ

リ
カ
で
の
待
遇
の
も
の
凄
い
違
い
で

あ
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
世
界
最
大

の
ロ
ッ
ク
市
場
ア
メ
リ
カ
を
制
し
た

の
で
あ
る
。
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
に
加
入

す
る
前
、
プ
ラ
ン
ト
は
無
一
文
状
態

だ
っ
た
が
、
今
で
は
ロ
ッ
ク
界
を
代

表
す
る
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
へ
と
躍
進
し

た
の
で
あ
る
。プ
ラ
ン
ト
は
、さ
ぞ
や

美
味
し
い
美
食
と
美
酒
に
酔
い
し
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ

ペ
リ
ン
は
文
字
通
り
ビ
ッ
グ
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

彼
ら
の
躍
進
は
そ
の
後
も
続
く
。

そ
の
翌
年
の
１
９
７
1
年
は
、
彼
ら

の
評
価
を
決
定
的
に
す
る
１
年
と
な

る
。
イ
ギ
リ
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米

と
ツ
ア
ー
で
廻
り
、
い
よ
い
よ
こ
の

年
９
月
23
日
に
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ

ン
は
初
来
日
を
遂
げ
る
。
そ
し
て
こ

の
年
の
11
月
８
日
、ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の

評
価
を
不
動
の
も
の
に
し
た
、「
レ
ッ

ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
Ⅳ
」
を
発
売
す
る
。

こ
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
ロ
ッ
ク
史
上

に
足
跡
を
刻
む
不
朽
の
大
作
「
天
国

へ
の
階
段
」
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

　

世
界
を
席
巻
し
た
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン

の
サ
ウ
ン
ド
が
、
私
が
そ
の
当
時
暮

ら
し
て
い
た
九
州
博
多
の
片
隅
に
ま

で
聞
こ
え
て
き
た
。
40
年
ほ
ど
前
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
最
初
に
聞
こ
え
て

き
た
の
は
、「
移
民
の
歌
」
で
あ
っ
た
。

�
（
川
上　

裕
光
・
京
都
民
医
労
）

�

（
つ
づ
く
）

ツェッペリン、世界を駆ける

誉田　哲也著　　文春文庫
「武士道シックスティーン」
「武士道セブンティーン」

「武士道エイティーン」三部作

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
も
な
っ
た
女
性
警

察
官
を
主
人
公
に
し
た
「
ジ
ウ
」「
ス
ト

ロ
ベ
リ
ー
ナ
イ
ト
」
な
ど
の
作
者
が
描

く
、
剣
道
に
励
む
二
人
の
対
照
的
な
少

女
が
高
校
３
年
間
を
通
じ
て
成
長
し
て

い
く
さ
わ
や
か
な
青
春
小
説
。
と
て
も

同
じ
作
者
が
書
い
た
小
説
と
は
思
え
ま

せ
ん
が
、
誉
田
哲
也
フ
ァ
ン
の
息
子
に

す
す
め
ら
れ
て
読
み
始
め
、
ぐ
い
ぐ
い

惹
き
こ
ま
れ
て
一
気
に
三
部
作
を
読
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

磯
山
香
織
は
三
歳
か
ら
剣
道
を
始
め
、

武
蔵
を
心
の
師
と
仰
ぎ
、
剣
の
道
は
斬

る
か
斬
ら
れ
る
か
と
、
と
こ
と
ん
勝
負

に
こ
だ
わ
る
実
力
の
持
ち
主
。
対
照
的

に
西
荻
早
苗
は
、
幼
い
頃
か
ら
習
っ
て

い
た
日
舞
に
代
わ
り
中
学
か
ら
剣
道
を

始
め
た
変
り
種
。
勝
負
よ
り
も
上
達
す

る
の
が
楽
し
い
タ
イ
プ
。

　

神
奈
川
の
高
校
の
剣
道
部
で
出
会
っ

た
二
人
が
、
衝
突
し
、
反
発
し
あ
い
な

が
ら
、
剣
道
を
通
じ
て
お
互
い
を
認
め

合
い
、
友
情
を
育
ん
で
い
く
「
シ
ッ
ク

ス
テ
ィ
ー
ン
」。
と
こ
ろ
が
親
の
都
合

で
、
神
奈
川
と
福
岡
に
離
れ
、
二
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
「
武
士
道
」
と
は

何
か
を
、
悩
み
な
が
ら
懸
命
に
見
極
め

て
い
こ
う
と
す
る
姿
を
描
き
、
離
れ
て

い
て
も
心
の
距
離
が
近
づ
き
影
響
し
合

う
「
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
」。

　

高
校
三
年
生
に
な
っ
た
二
人
の
「
最

後
の
決
戦
」
と
勝
負
の
行
方
は
？　

二

人
の
そ
の
後
は
？　

二
人
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
大
人
た
ち
の
過
去
や
真
相

も
物
語
と
し
て
挿
入
さ
れ
る
「
エ
イ

テ
ィ
ー
ン
」。

　

二
人
の
立
ち
居
振
舞
い
、
は
な
し
方
、

見
方
、
考
え
方
、
ど
ん
ど
ん
個
性
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
み
、
２
人
の
今
後
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
一
気
に
読
ま
せ
ま

す
。
ま
わ
り
の
登
場
人
物
も
な
か
な
か

魅
力
的
。

　

サ
ス
ペ
ン
ス
や
時
代
小
説
が
多
か
っ

た
私
で
す
が
、
青
春
物
も
な
か
な
か
い

い
な
と
、同
じ
作
者
の
「
疾
風
ガ
ー
ル
」

や
、
あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
の
本
も
購
入

し
ま
し
た
。

�

（
第
二
日
赤
労
組　

T
oichan

）
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メ
ソ
の
編
集
作
業
は
い
つ
も
苦
労
し
て
い
ま
す
。
●
１
面
の
写
真
と
記
事
が
届

か
な
い
。
ど
う
し
よ
う
。
●
弁
当
の
写
真
、断
ら
れ
ま
し
た
。「
だ
め
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。」
と
、
こ
ん
な
具
合
で
す
。
●
「
時
に
は
音
楽
」
で
も
苦
し
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の
栄
光
の
ラ
イ
ブ
の
数
々
を

見
て
い
る
と
急
に
身
体
が
熱
く
な
り
、
や
が
て
頭
の
中
は
冴
え
わ
た
り
、
文
章

の
筋
立
て
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
気
合
い
を
入
れ
て
キ
ー
を
た
た

く
と
、
原
稿
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
連
載
完
結
ま
で
毎
回
書
き
ま
す
。
次
回

以
降
、
こ
う
ご
期
待
。�

（
裕
光
）

編
・
集
・
部
・
だ
・
よ
・
り

　「ストップ！社会保障と税の『一体改悪』　やさしい社会
をつくろう！」をメインスローガンに３月３日、大阪市の
御堂会館で近畿総決起集会が開催されました。1000人を
超える参加者で、京都からも100人以上が参加しました。集
会後難波までデモ行進をしました。

　東日本大震災と原発事故から１年となる３月11日
に舞鶴市のしおじプラザで「３・11原発ゼロアクショ
ンin舞鶴」が行われました。1200人が参加し、集会の
後、３コースに分かれて東舞鶴駅まで脱原発を訴えて、
デモ行進をしました。舞鶴市民病院労組のの常塚さん
は、「舞鶴でこれだけ人が集まったのは、久しぶり。す
ごい！」とコメントされていました。

　３月３日、第二日赤労組でおひな祭りの日に三重県へいちご狩りに
行ってきました。お天気もよく、おいしい昼食を食べて、温泉にも入っ
て、ゆっくりした後、暖かいハウスの中で、ほっぺたが落っこちそう
なくらいおいしくて大きないちご「紅ほっぺ」を、お腹いっぱい食べ
て大人も子どもも、みんな大満足で帰ってきました。来年もぜったい
企画しようと思っています。

3・11
原発ゼロアクションin舞鶴

いちご狩り

3/3 近畿総決起集会
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